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ペツオアール」ナリキ 3 本症ニ於テハ未熟柿中ノ軍＇.；~-i－酸ニヨリ 念、性加答：児テ惹起シソ レ ヨ
リ問中ニ徐々ニ形成サレタ Jレ結石ガ嬬動ニ囚リ空腸？デ，，－昨セラレ嬬動ノ，；1o;I(材スJレニ於テ
患者。九歳，






男1-{·l~I:膿ノ水素「 f 才ン」濃度ノ 差別ニ由Jレモノ テハナク. PH I _J,少ノ動揺トハ全ク無関係







·；~·I生膿蕩中ーハi技量一ノミ寄ス Jレコトハ凱ニ誼「トリ プシ ン」ガ熱性膿場rf~ エハ多量一，
l切セラレタ Jレトコローシテ之ノ研究ハ膿ノ少量テ「ゲラpチン」阪ノ上ニ滴下シア「グラチン」
／液化程度テ観察セJレモ／ナリ a 令ハ眼中ノ「トリプシン」ヵγカゼ fン」ニ封シテハ如何ナ




1. 熱性膿蕩L病原菌主トシテ葡萄w~球菌）ニ於テハ透明試験管番競 f;.4 
2. 寒性膿蕩ニ於テハ 1.1以下







テ居リ 7 スゅ併シ共｜布ニハ！陵ノ水素「fオン」濃度テ検シテ居リマセナ ンダノデ今回ノ報告
テ致シタ謀デア リ？スカソノ結果ニヨレパ水素「4オンJ濃度ノ；寒性膿 ト熱性膿ニ於クル範
圏内ニ於クJレ動揺ハ蛋自治、化性エハ大開係無シト言フコトニ錦・着シ診断ノ賞用上ーハ Pn















調製シ此テ二分シ其ノ 一部ハ「コクチゲ ン」トナシ他ハ「ワクチ ン」トナシ鰐W.2Jif内外ノ｛ぜ
常家兎二群（一群3頭）ニ就キ何レモ空腹時謄汁本0.5瓦テ以テ預メ腸管感i下テ行ヒタル後一






























































10. 創傷治癒J物理化撃的研究（第六報） 大阪帝大 竹 林 弘
（原稿未着）














「ホモ 75ピンJト「クロール」基テ有セずノレモノ帥「リ バノー Jレ」トニ分チ共／注射量ハ生理








13. 諸種薬物注入＝ヨル皮下組織J塑化（第ー報） 大阪帝大 渡 謹 一 九
（原稿未着）
14. 韓液及ビ組織内「クロールIJ電気化接的微量定量成績
大阪帝大 演 光 治
（原稿未着）
15. 人J肉腫J生物事的検査zヨ＇＂摂生原因論





此肉腫ニ細菌ノ榊入シテヰナカ ツタ事ハ， 組織検斎．デ明カ デアJレ。
故ニ吾々ハ人／肉腰，少クト モ従来研究セラレタ Jレ紡締欣細胞内臆ニ加lフルニ再々 J検
千tセJレノj、同形細胞肉臆ノ護生原閃ハ微生物ナリト主張スルノデアル。
這加 京帝大横田宗五






却スJレニハ何分間ガ普キ哉テ検 シタJレニ30分煮沸ガ好適デアツタ。叉白血球ノ I曾峨率 ヨリ










従来／検王霊デハ人ノ稿腫デハ「fムペデン」現象カI誼 サレ7 センデシタ。 自flチ此 ／際ニ
ノ、反E医カ1巨反封．デ生態／モ／ヨリモ煮m，シタモノ／；庁カ
了ス。併シフ レキ ス ヰ λ， f 白鼠癒デハ＝＂にi反ナ ~iii デアリナガ ラ「 f ム 4ヂン」現象ヵー著Wfj デア
リ7 ス。肉腫デハ従来紡線形細胞肉腫ヂハ明「’｜ニ「fムペヂン」現後ガ誼明サレ7 シタガ今
回国形制胞肉臆デモ「fムペヂン」現象ガ立誼サ レタノ デアリ？ス。
沓々ノ研究ハイ ツデモ診断治療／寛fljテ目的 トシ芳居ル次第デアリ7 スヵー 今ャ内障が細




ノデアリ7 ス。検究方法ハ比較的簡輩デアリマ スカラ今後方々デ此 ／検査テ行ツテ頂キタ
fト思ヒ 7 ス。
16. レYタリシゲハウゼシ民病J一例（患者供覧）
京骨子大 小 局士 茂
多琵性軟性繊維腫 ト掛欣象皮病ノ二種テ有ス Jレ30蕨ノ男子テ＃し賢ス。 而 シア本例ニ於テ
雨腫寝ニ略々同一ノ組織皐的所見テ見タリ。






1. 外傷 :! . 鰹位異常
テ象グテ報告シタ Jレコトアリ。
18. 反復皮下出血セ，...乳腺肉腫 京府大
須 -TI: y~ 
爆ー 来己 時
（原稿未清）



























E努 舎 101 
22. 胃；在J酸度及ビ「クロール」曲線 大阪帝大 戸 津 雄
（原稿未着）
23. 神経性胃腸運動障害＝就テ 凹 稲 積
高 知 本 政 親
辻 田 瑛 雄
（原稿未着）
24. 腹部「）.fローゼ」 大阪帝大 木 居事 治
西 一 1m 
腹部「ノ 4ローゼ」ノ患者3例テ得タレパ報告セントス。










モノナシ，術後2遡間ニシテ再ピj制作シ術前同級左下版部ノ感痛及ピ ~1:1 ’雪山ノ 使秘テ訴フ。
此ノ患者ハ「ジンパチコトニー」ノ -lJ¥態ニアリ タリ。
遁加 大阪帝大 岩 ;,k f 維
胃腸神経症ノ｜際大腸ニモ運動充進テ記、メ得Jレ事ハ演目氏ノ御説ト訴人／経験ハ一致ス Jν。
向1fir[1経症／｜努ハ譲腸テ皐 シテモ純度デ．アルト成書ニアルナ レドモ私共ノ 第2例（荒木報告）
ハ手術前ヨリ披I賜－テ記、メタ，次ニ療法トシテ外科的民－裟ハJ;[Jツテ症状テ悪化セシメルヤウ
ー思フ。印チ疹痛ノ範囲テ肢クシ．鼓腸テ作フヤクニナル。ソレモ結腸亜全別出程度ノ大





























遁加~津君昭和6年5月ヨリ 6月ニ互リテ T 刑務所凶人 1045 名ニ就テ J 血液型調笠
ノ結果テ遁加セリ。




ニ降下シヵ 、ル際ハ必ズJc.背部ニ較痛ノ招来ス Jレテ常トセJレ静断上興味アJレ既往症アリ シ




7. 三立生~氏憩室二因ス＇＂＇骸頓」へ＇＂＇.：.ア＇ J 1治験例二就テ
日赤香川支部病院 藤津秀悶君
7援，男子，昭和5年2月頃ヨリ左側陰嚢」ヘルニア寸ニ悩ム，昭和6年10月6日午後6時頃ヨ












鴨下セラレタル謹一銭銅貨大ノ ~m ノ 1 骨片ガ患者品種々ナル症欽ヲ興へシガ，途ニ消化
管テ通過セシ(if.例ヲ詳述セリ。
（常任幹事東原昌英）
